
TOYOTA GAZOO Racing GR86/BRZ Cup
第１戦  オートポリス ゴールドカップレース

2026 年４月４日（土）〜５日（日）　オートポリス（大分県）

４月２日（木）〜４日（木）
天候：曇り／雨　路面：ドライ／ウエット

富下李央菜を擁しシリーズに復帰
初挑戦の富下は開幕から成長みせる

■ PRACTICE　スポーツ走行／専有走行

　2024 年まで TGR GR86/BRZ Cup に参戦し
ていた KTMS が、富下李央菜とともにシリー
ズに復帰することになった。これまでもさま
ざまなカテゴリーに挑戦してきた富下だが、
激戦の GR86/BRZ Cup は初挑戦。４月２日

（木）から初走行に臨んだが、２日のオート

ポリスは霧が濃く、午後からようやく走行が
実現。４月３日（金）には晴天に恵まれたが、
４月４日（土）の専有走行はふたたび霧のた
め走れず。富下はそんな状況ながら、アドバ
イザーの荒川麟とともに限られた時間を有効
に使ってタイムを向上させていった。

■ QUALIFY　公式予選

　４月５日（日）は、午前９時から公式予選
がスタートした。前日までの雨の影響もあり、
わずかに濡れた部分が残っていたが、セッ
ション終盤にコンディションが回復するのを
待ってライバルたちとともにコースイン。ア
タックに入っていった。

　スポーツ走行まではアンダーステアがあっ
たことから、やや抑えめにアタックした富下
だが、やや限界を余らせてしまうシーンも。
ただ結果的に、黄旗区間での減速義務違反が
あったとしてタイム抹消に。初の決勝は最後
尾の 27 番手からスタートすることになった。

４月５日（日）
天候：曇り　路面：ドライ



■ RACE　決勝レース

　4 月５日（日）午後１時 30 分から行われ
たプロフェッショナルシリーズの決勝レース
は、晴天のもとスタートを迎えた。
　富下は最後尾の 27 番手から初めてのこの
シリーズでのスタンディングスタートを切っ
たが、うまく発進すると 24 番手スタートの
#293 岡本大地選手に並びかけるなど、集団の
なかに食らいついていくことに成功した。
　今シーズンの TGR GR86/BRZ Cup の初レー
スとなった第 1 戦オートポリスだが、序盤
コースアウト車両があったもののオープニン
グラップからアクシデント等はなく、グリー
ンのままレースは進められていく。富下は混

乱をうまく避けながら 26 番手につけ、しっ
かりと集団に続きながら序盤のレースを進め
た。２周目に入る頃には、富下を含む 5 台に
よる集団が形成されていった。
　３周目以降、富下は #5 井上尚志選手を追
いながらレースを進めていったものの、６周
目、攻めのレースを進めてくなかでスピンが
ありポジションを落としてしまった。
　そんな中、火災によるストップ車両が発生
し、レースは７周目にセーフティカーが導入
された。
　消火活動には時間を要してしまい、集団を
先導していたセーフティカーはファイナル

ラップに至っても退去せず、そのままレース
はセーフティカーランのままチェッカーを迎
えることになった。
　富下はなんとかスピンから立ち直った後も
粘りのレースを進めていたが、セーフティ
カーランでは順位を上げるわけにはいかず、
26 位でフィニッシュ。TGR GR86/BRZ Cup で
の初めてのレースを終えた。
　富下にとっては悔しさも残るレースとなっ
たが、このプロフェッショナルシリーズはひ
と筋縄ではいかないレースだ。
　今回の第 1 戦で得られた多くの経験を糧に
さらなる上位進出を目指すべく、KTMS と富
下李央菜は５月にスポーツランド SUGO で行
われる第 2 戦に臨む。

４月５日（日）
天候：晴れ　路面：ドライ

■ DRIVERS  VOICE　ドライバーコメント

レースウイークが初走行となりましたが、木曜、土曜に霧が出てしまったことにより、あまり
走ることができませんでした。ただ限られた時間で毎セッションタイムを縮め、短時間でクル
マの特性を掴む経験になったと思います。決勝レースではスタートも良く集団についていき、
スタート後の混戦で接触を避け、最後はスピンしましたが、そこまで前の車両へ仕掛けようと
走り続けました。少ない走行時間でしたがレースに向け準備して良い経験を得ることができま
した。次戦は走らせ方の理解を深めて、少しでも上位との差を縮められるように頑張ります。

富下 李央菜　RIONA TOMISHITA



■ GR86/BRZ Cup  2026 Round.1 RESULT　リザルト


